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持続可能な社会の実現のため，二酸化炭素リサイクリング技術の発展は必須である．プラズマ触

媒作用による物質変換は，熱触媒による物質変換より低温でのプロセスを可能とすることで，熱に

よる触媒の失活を防ぎ，長期的なプロセスを実現しうる．しかし，現状ではエネルギーコストが高

く，またその相互作用の複雑性から，その向上指針がはっきりわかっていない． 

本研究では，1分子あたりへの投入エネルギー量を表す指標である SEI(specific energy input)と呼ば

れる指標を用いて，CO2の変換や CH4の生成に関するエネルギーコストについて評価し，触媒の果

たす役割と，エネルギーコストの改善指針について検討した． 

実験には RFプラズマを用いた．冷却された銅コイルアンテナを内径 42 mm, 外径 50 mmのアル

ミナチューブに巻きつけ，アルミナチューブ内部でプラズマを生成した．放電周波数は 13.56MHz，

放電電力は 80Wである．CO2/H2混合ガス比を 6に保ち，総ガス流量を 7 sccmから 70 sccmまで変

化させ，SEIを制御した．圧力は 1 mTorrに保った．直径 50 mmの Cuの 100メッシュをプラズマ下

流領域に設置した． 

図 1は触媒有りと無しの時のCO2変換およびCH4生成のエネルギーコストの SEI依存性について

示したものである．CO2 変換のエネルギーコストについ

ては，触媒の有無にかかわらず SEI に対して線形に増加

する．一方，CH4 生成のエネルギーコストは触媒の利用

によって低減し，特に SEI が高い領域においては顕著に

なる．これは，CO2変換はプラズマ中で，CH4生成は触媒

表面で行われることに起因すると考えられる．理論的には

電子密度や電子温度，ガス流量比などのパラメータもエネ

ルギーコストに関係し，触媒の寄与も変わってくると考え

られる．詳細は講演で報告する．  
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図 1．CO2変換および CH4生成のエ

ネルギーコストの SEI依存性 
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